
註ゴ工肉を格種差
流通量拡大や捕獲数増ベ

； �� � �とお �� � �涼＿ �� �∴ � 

憲婆1、、1、1 � �∴÷∴∴∵∴守　一 ���� � � ���繋繁‾＝態 �� 

∴ ∴∴ �∴ � �熊業 ��》 ��∴ � � 

∴∴∵∴ � � � 

発議綴 � � � � � 

．；∴「∴ 享i詰∴∴∴∵∴∴∴： ���ー： �� � � 

一
三
三
≡
二
三
二
三
三
三
一
三
一
三
≡
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三

県
幸
枝
給
食
に
も
使
っ
て
」

県
の
ジ
ビ
エ
格
付
け
制
度
で
、
A
ラ
ン
ク

（
最
高
等
級
）
と
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
肉

県
は
7
日
、
野
生
鳥
獣
肉
（
ジ
ビ
エ
）

の
格
付
け
制
度
を
開
始
し
た
。
シ
カ
肉

と
イ
ノ
シ
シ
肉
の
安
全
性
や
品
質
を
分

か
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
流
通
量
拡

大
や
捕
獲
数
増
に
つ
な
げ
、
深
刻
化
し

て
い
る
農
林
業
へ
の
獣
害
を
軽
減
す
る

狙
い
。
仁
坂
吉
伸
知
事
は
「
ジ
ビ
工
を

食
べ
よ
う
と
い
う
運
動
を
強
化
し
、
学

校
給
食
で
も
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

格
付
け
は
、
県
が
書
類
審
査
や
実
地

検
査
な
ど
で
認
証
す
る
「
衛
生
管
理
施

設
」
で
可
能
に
な
る
露
付
け
作
業
は
、

獣
肉
処
理
の
経
験
な
ど
を
基
準
に
県
が

認
定
す
る
「
格
付
員
」
が
行
い
、
県
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
墓
に
①
皮
下
脂
肺
の
厚

さ
②
肉
の
色
つ
や
③
脂
肪
の
色
つ
や
と

質
を
判
定
。
イ
ノ
シ
シ
は
3
等
級
、
シ

カ
は
2
等
級
に
格
付
け
す
る
。
県
畜
産

課
に
よ
る
と
、
格
付
け
さ
れ
た
ジ
ビ
工

の
流
通
は
本
年
度
中
に
始
ま
る
見
込

み。

こ
の
格
付
け
制
度
は
都
道
府
県
で

全
国
初
だ
が
、
県
内
で
は
す
で
に
、

商
用
町
の
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が
2

1
ュ
年
度
か
ら
公
社
施
設
で
処
理
す

ジ
ビ
工
を
格
付
け
し
て
い
る
。
公
社

よ
る
と
、
シ
カ
は
2
等
級
、
イ
ノ
シ

は
4
等
級
に
格
付
け
U
、
導
入
以
来

全
国
か
ら
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
る

と
、
効
果
は
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

i
1
2
年
度
に
県
内
で
ジ
ビ
エ
肉
と
し

処
理
さ
れ
た
の
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
4

0
匹
で
、
捕
獲
匹
数
1
万
4
千
匹
の

％
。
シ
カ
は
2
1
7
匹
で
捕
獲
匹
数
－

4
0
0
匹
の
う
ち
2
％
。
◇

蝶
農
業
環
蹟
・
鳥
獣
害
対
策
室
や
一

杯
整
備
課
に
よ
る
と
、
1
2
年
度
の
圭

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
、
g
」

度
以
来
最
多
の
3
億
5
2
8
8
万
円

う
ち
半
数
以
上
が
イ
ノ
シ
シ
で
、
姓

度
以
来
最
多
の
1
億
9
1
0
4
万
円

シ
カ
も
4
6
6
6
万
円
と
多
い
。
シ
」

は
樹
木
も
食
馨
し
、
、
1
2
年
度
の
林
叢

書
額
は
約
4
5
0
0
万
円
。


